

































































調査結果によると，調査対象の 62名の年齢は 13歳から 25歳でありながら，小卒の人が 36.5％，





に韓国入りをしているが，長くは 4年から 8年も第 3国に滞在した人もいる（図 2）。特に 4年から
8年と答えた人はすべてが男性であり，ここからは 女性より男性の韓国入りがより難しいことが分か
図 1　現在までの学歴 図 2　韓国入りまでかかった時間
図 3　現在の悩み 図 4　適応のため必要なもの
















































支援資格 脱北青少年（男：15～ 18才，女：15～ 20才）



















































区分 ～’89 ～’93 ～’98 ～’01 ’02 ’03 ’04 ’05 ’06 ’07 ’08.8 合計
男性（名） 564 32 235 564 513 468 625 422 509 570 447 4,949
女性（名） 43 2 71 479 625 813 1,269 961 1,509 1,974 1,647 9,393
合計（名） 607 34 306 1,043 1,138 1,281 1,894 1,383 2,018 2,544 2,094 14,342
（女性比率） 7％ 6％ 23％ 46％ 55％ 63％ 67％ 69％ 75％ 78％ 78％ 65％
表 2　年齢（’08.6 現在）
区分 10歳 10－19歳 20－29歳 30－39歳 40－49歳 50－59歳 60歳 計
名 520 1,720 3,889 4,645 1,963 588 668 13,993
比率（％） 4 12 28 33 14 4 5 100
表 3　地域別居住現況（’08.6 現在）







（9％） 383 303 379 168 626 291
地域 忠北 忠南 慶北 慶南 全北 全南 濟洲 計
人数 368 429 382 430 207 289 79 13,451 명
＊死亡・移民者・住所未登録者・保護施設収容者除く。
表 4　在北中の職業（’08.6 現在）
区分 無職 労務職 管理職 専門職 芸術・体育 奉仕 計
人数（名） 6,579 6,177 344 309 137 447 13,993
比率（％） 47 44 3 2 1 3 100
表 5　在北中の学歴（’08.6 現在）
区分 無学 幼稚園 人民学校 高等中 短期大 大学卒以上 その他 計
名 69 102 830 9,740 999 1,065 1,188 13,993





2002 2003 2004 2005 2006
入学 辞退 入学 辞退 入学 辞退 入学 辞退 入学 辞退
小 学 校 143 ― 148 1 25 ― 136  1  79  3
中 学 校  21 4  37 5 36 2  71 17  76  5
高等学校  18 2  10 3 24 ―  24  5  31  2




小 中 高 計 小 中 高 計 小 中 高 計
在学生 247 131 43 421 248 168 78 494 341 232 114 687
途中辞退
（名）
  3   5  3  11   7   17  10  34  12  30  32  74
途中辞退率
（％）
1.2 3.8 7.0 2.6 2.8 10.1 12.8 6.9 3.5 12.9 28.1 10.8
以上，ハヌルクム学校誌　2007，P39-41より作成
注⑴ ハナ院（하나원）
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